
ム
ラ
ー
ジ
ュ
と
い
っ
て
も
現
在
の
若
い
人
に
は
通
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
〈
食
堂
の
ウ
イ
ン
ド
等
に
見
ら
れ
る
も
の
〉
と
い
わ
れ
る
と
、

「
あ
れ
の
こ
と
か
」
と
わ
か
り
や
す
い
。
ま
た
そ
の
ム
ラ
ー
ジ
ュ
が
標
本
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
は
意
義
の
深
い
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
六
十
二
年
五
月
ベ
ル
リ
ン
で
行
わ
れ
た
第
一
七
回
世
界
皮
層
科
学
会
に
出
席
さ
れ
た
本
田
光
芳
先
生
（
日
本
医
科
大
学
教
授
）
か
ら

は
、
同
学
会
で
ギ
リ
シ
ャ
の
胃
・
ロ
．
聾
国
僑
。
“
教
授
が
配
布
さ
れ
た
冊
子
Ｐ
ロ
缶
の
鼠
冨
の
旨
。
昌
凋
２
脚
巨
唾
鳥
目
冒
易
２
日
を
恵
与
い
た
だ

八
十
島
信
之
助
先
生
よ
り
の
教
示
に
よ
れ
ば
札
幌
医
科
大
学
に
は
標
本
館
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
ム
ラ
ー
ジ
ュ
の
展
示
も
あ
る
由
だ
が
そ
の

説
明
（
皮
層
科
学
教
室
高
橋
誠
氏
に
よ
る
）
の
一
部
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

ム
ラ
ー
ジ
ュ
と
は
食
堂
の
ウ
イ
ン
ド
等
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
様
の
ろ
う
細
工
で
あ
る
。
（
札
幌
医
大
）
標
本
館
の
も
の
は
さ
す
が
に
腕

の
良
い
職
人
の
手
に
な
る
も
の
で
、
保
存
に
や
や
問
題
が
あ
っ
た
た
め
か
、
色
が
少
し
く
す
ん
で
は
い
る
が
非
常
に
生
生
し
い
病
変
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。
展
示
さ
れ
て
い
る
ム
ラ
ー
ジ
ュ
の
中
に
は
（
略
）
き
わ
め
て
稀
な
疾
患
で
あ
る
膿
瘍
性
穿
掘
性
毛
嚢
周
囲
炎
、
痘
瘡
様
斑
状

皮
層
萎
縮
症
、
稀
な
疾
患
と
し
て
ダ
リ
ェ
病
、
尋
常
性
狼
瘡
、
汗
孔
角
化
症
等
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
疾
患
が
ス
ラ
イ
ド
や
図
譜
と
異
な

り
、
色
は
も
と
よ
り
形
態
が
立
体
で
翠
ら
れ
、
硬
さ
を
除
く
と
全
く
本
物
と
同
じ
に
正
確
に
作
ら
れ
て
い
る
（
略
）

ム
ラ
ー
ジ
ュ
を
め
ぐ
っ
て

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
四
巻
第
二
号

昭
和
六
十
三
年
四
月
三
十
日
発
行長

門
谷
洋

昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
四
日
受
付

治
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可
も
角
無
．
干
韓
瑚
稚
凌
舛
必
淵
融

図 1土肥慶蔵図2伊藤有

い
た
が
、
そ
こ
に
は
カ
ラ
ー
三
十
枚
で
ア
テ
ネ
大
学
シ
，
砕
噌
ｏ
唾
の

病
院
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ム
ラ
ー
ジ
ュ
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
同
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
に
は
千
六
百
六
十
個
の
ム
ラ
ー
ジ
ュ
が
あ
る
と
い
う
。
欧
米

で
は
日
本
以
上
に
ム
ラ
ー
ジ
ュ
の
保
管
に
関
心
が
も
た
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

わ
が
国
の
皮
層
科
に
ム
ラ
ー
ジ
ュ
の
技
法
を
移
入
し
、
こ
れ
を
定
着

さ
せ
た
の
は
土
肥
慶
蔵
（
一
八
六
六
’
一
九
三
一
、
図
１
）
で
あ
る
。

彼
は
そ
の
著
『
皮
層
科
学
』
（
大
正
三
年
）
に
「
日
本
皮
膚
科
学
史
料
」

を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
つ
ぎ
の
記
述
が
あ
る
。

「
蝋
細
工
陳
列
室
一
天
伊
藤
有
製
作
ス
ル
所
ノ
皮
唐
病
模
型
六
百
有

余
ヲ
蔵
シ
、
此
外
巴
里
製
ノ
モ
ノ
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
氏
ノ
寄
附
一
一
係
ル

モ
ノ
、
高
野
椋
一
製
作
一
一
係
ル
モ
ノ
各
若
干
ア
リ
。
伊
藤
〈
陳
列
室

ノ
傍
二
細
工
部
屋
ヲ
有
シ
テ
専
心
製
作
一
一
従
事
セ
リ
」

こ
こ
に
伊
藤
有
（
図
２
）
と
い
う
人
物
が
で
て
く
る
。
土
肥
と
同
じ

福
井
県
人
だ
と
の
こ
と
な
の
で
岩
治
勇
一
先
生
に
お
尋
ね
し
た
と
こ

ろ
、
つ
ぎ
の
教
示
を
得
た
（
『
武
生
市
医
師
会
誌
』
に
よ
る
）

「
伊
藤
有
（
一
八
六
四
’
一
九
三
四
）
は
武
生
町
浪
花
区
の
伊
藤
佐
七

の
長
男
と
し
て
生
ま
る
。
明
治
十
八
年
に
上
京
し
て
亀
井
至
に
洋
画
を
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土
肥
が
東
大
教
授
に
な
っ
た
の
が
明
治
三
十
一
年
、
そ
し
て
『
皮
層
科
学
』
の
初
版
出
版
が
四
十
三
年
で
あ
る
。
ち
な
み
に
そ
れ
ま
で
の

《
皮
層
病
学
》
を
《
皮
層
科
学
》
と
改
称
し
た
の
も
彼
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
本
書
出
版
の
前
に
な
お
一
つ
重
要
な
著
作
を
出
し
て
い
る
。
『
日
本

皮
膚
病
徽
毒
図
譜
』
の
刊
行
が
そ
れ
で
第
一
峡
の
出
版
が
明
治
三
十
六
年
で
、
全
十
峡
の
完
結
は
四
十
三
年
、
『
皮
層
科
学
上
巻
』
上
梓
と

今
は
忘
れ
去
ら
れ
た
ム
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
が
、
土
肥
は
わ
が
国
の
皮
層
科
に
そ
の
技
法
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
製
作
に
力
を
入
れ
、

専
門
の
技
術
者
を
育
成
し
た
。
土
肥
は
自
ら
が
欧
州
に
留
学
し
て
皮
層
科
学
を
学
ぶ
過
程
で
、
ム
ラ
ー
ジ
ュ
の
も
つ
意
味
と
製
作
の
現
場
を
知

り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
そ
の
製
作
の
必
要
な
こ
と
を
感
じ
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
代
の
皮
層
科
学
は
明
治
初
期
に
来
日
し
た
外
人
や
他
科

専
攻
の
日
本
人
な
ど
に
よ
り
、
す
で
に
土
肥
以
前
に
講
じ
ら
れ
て
は
い
た
が
、
い
わ
ば
西
洋
の
皮
膚
科
学
の
翻
訳
・
紹
介
で
あ
り
、
未
だ
そ
の

病
名
の
日
本
訳
も
不
確
定
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
日
本
に
そ
ん
な
に
多
く
の
種
類
の
皮
層
疾
患
が
あ
る
の
か
と
い
ぶ
か
る
向
き
も
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
土
肥
の
目
標
は
《
日
本
人
の
皮
膚
疾
患
の
記
載
と
日
本
の
皮
膚
科
学
の
確
立
》
に
あ
っ
た
。
土
肥
は
晩
年
（
昭

和
四
年
、
『
皮
層
科
学
』
十
三
版
序
）
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
往
年
、
予
ノ
海
外
留
学
ヨ
リ
帰
リ
テ
、
始
メ
テ
ク
リ
ニ
ッ
ク
ニ
従
事
ス
ル
ャ
、
朝
夕
病
者
二
接
シ
テ
、
風
土
気
候
食
飲
習
俗
ノ
民
族
病
理

学
一
一
影
響
ス
ル
モ
ノ
意
外
一
一
深
ク
、
泰
西
学
者
ノ
説
ヲ
採
ツ
テ
、
直
チ
ニ
我
ガ
準
縄
規
矩
ト
為
シ
難
キ
ヲ
悟
り
、
私
カ
ニ
本
邦
学
徒
ノ
為
二

学
び
、
二
十
一
年
北
海
道
庁
に
赴
任
し
て
、
水
産
調
査
部
の
絵
画
を
担
当
。
二
十
七
年
、
土
肥
慶
蔵
に
随
っ
て
欧
州
を
訪
い
、
ウ
イ
ン
大
学
の

ヘ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
蝋
製
標
本
製
作
の
伝
習
を
受
け
た
。
帰
朝
後
土
肥
博
士
よ
り
皮
虐
病
の
蝋
製
標
本
の
改
良
を
委
嘱
せ
ら
れ
、
刻
苦
精
励
に
よ

り
そ
の
技
術
精
巧
を
極
め
、
そ
の
特
色
は
大
き
さ
・
形
・
色
調
と
も
に
全
く
自
然
の
通
り
で
あ
る
。
東
京
大
学
で
所
蔵
せ
ら
る
る
も
の
の
み
で

も
一
千
五
百
個
を
越
え
、
土
肥
博
士
在
職
二
十
五
年
記
念
と
し
て
、
そ
の
知
人
及
び
門
下
生
に
よ
り
皮
膚
病
蝋
製
標
本
陳
列
館
が
建
造
さ
れ

た
」

『
皮
層
科
学
』
纂
述
ノ
志
ア
リ
」
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こ
れ
と
同
様
の
こ
と
は
ム
ラ
ー
ジ
ュ
製
作
の
初
期
に
お
い
て
も
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
洋
画
を
学
び
、
北
海
道
庁
で
水
産
調
査
部
の

絵
画
を
担
当
し
た
こ
と
も
あ
る
伊
藤
が
、
土
肥
の
意
図
を
理
解
し
、
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
技
術
は
急
速
に
向
上
し
た
よ
う
で
、
わ
が

国
皮
膚
科
ム
ラ
ー
ジ
ュ
製
作
の
開
祖
と
な
っ
た
（
図
３
）
。
前
述
の
『
武
生
市
医
師
会
誌
』
で
は
彼
を
「
資
性
温
厚
篤
実
、
金
銭
に
潔
白
、
粗

衣
粗
食
に
甘
ん
じ
、
三
十
余
年
間
に
わ
た
り
土
肥
慶
蔵
の
下
に
あ
っ
て
、
黙
々
と
し
て
皮
膚
病
の
蝋
製
標
本
の
製
作
に
専
念
し
、
そ
の
第
一
人

同
年
に
七
年
ぶ
り
に
完
結
し
た
こ
と
に
な
る
（
拙
稿
「
土
肥
慶
蔵
『
日
本
皮
膚
病
徽
毒
図
譜
』
刊
行
の
意
義
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
巻

一
号
、
一
○
七
頁
、
昭
和
六
十
二
年
参
照
）
。
こ
の
図
譜
は
日
本
人
症
例
に
よ
る
皮
層
疾
患
ア
ト
ラ
ス
の
最
初
で
あ
る
が
、
そ
の
描
写
を
し
た

の
も
ま
た
伊
藤
で
あ
っ
た
。
本
図
譜
は
完
成
度
の
高
い
優
れ
た
も
の
で
、
国
際
的
に
通
用
す
る
高
水
準
の
も
の
で
あ
る
が
、
当
初
は
そ
の
ポ
イ

ン
ト
を
描
写
者
に
つ
か
ま
せ
る
の
に
苦
労
し
た
よ
う
で
、
土
肥
は
の
ち
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
石
版
画
工
未
ダ
皮
膚
病
ノ
何
タ
ル
カ
ヲ
解
セ
ザ
ル
ョ
リ
、
臨
模
写
生
動
モ
ス
レ
、
〈
真
ヲ
失
シ
、
為
一
一
修
正
改
寅
其
幾
回
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。

苦
心
実
二
想
像
二
出
デ
タ
リ
」
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受
賞
理
由
は
以
下
で
あ
る
。

な
お
『
武
生
市
医
師
会
誌
』
に
伊
藤
が
「
東
京
博
覧
会
・
日
英
博
覧
会
・
独
逸
ド
レ
ス
デ
ン
万
国
博
覧
会
等
に
出
品
し
て
、
毎
に
名
誉
賞
牌

を
受
け
た
」
と
あ
る
が
、
寺
畑
先
生
教
示
の
資
料
（
『
医
海
時
報
』
六
八
二
号
、
明
治
四
十
年
七
月
十
三
日
号
、
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
開

催
中
で
あ
っ
た
東
京
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
伊
藤
は
『
後
藤
節
蔵
出
品
蝋
製
模
型
』
で
協
賛
賞
を
得
て
い
る
。
後
藤
は
手
術
器
械
な
ど
も
出
陳

し
て
お
り
、
医
療
器
具
店
の
経
営
者
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
会
の
性
質
上
伊
藤
の
名
を
直
接
表
面
に
出
す
こ
と
は
遠
慮
し
て
後
藤
の
出

陳
と
い
う
形
を
と
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
藤
が
、
『
皮
層
病
徽
毒
蝋
製
模
型
』
で
最
高
の
賞
、
名
誉
金
牌
を
受
け
て
い
る
。
そ
の

「
今
回
は
（
本
郷
中
央
会
堂
）
階
下
の
左
室
を
以
て
和
漢
洋
古
今
の
成
害
、
蝋
製
模
型
な
ら
び
に
図
譜
・
写
真
等
の
陳
列
室
と
せ
り
。
ま
ず
左

側
机
上
に
富
士
川
（
溝
）
氏
出
品
の
和
漢
の
斯
学
に
関
す
る
成
書
を
網
羅
し
て
無
盧
数
百
冊
を
整
然
陳
列
し
（
略
）
右
側
机
上
に
は
一
方
に
医

科
大
学
皮
膚
科
教
室
に
於
て
撮
影
せ
る
諸
種
皮
層
病
、
梅
毒
、
癩
病
写
真
帖
お
よ
そ
十
数
冊
（
略
）
右
側
上
方
壁
間
に
は
本
邦
製
及
び
外
国
製

の
蝋
製
模
型
標
本
数
十
種
、
下
方
に
は
本
邦
に
お
け
る
諸
種
皮
層
病
お
よ
び
梅
毒
の
図
譜
を
数
十
種
二
列
に
掲
げ
た
り
」

こ
こ
に
本
邦
製
お
よ
び
外
国
製
の
蝋
製
模
型
標
本
数
十
種
と
あ
る
の
は
い
さ
さ
か
オ
ー
バ
ー
で
あ
る
に
し
て
も
す
で
に
こ
の
こ
ろ
、
伊
藤
ら

の
製
作
に
よ
る
ム
ラ
ー
ジ
ュ
は
か
な
り
の
数
に
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
外
国
製
と
い
う
の
は
、
土
肥
が
前
述
し
て
い
る
よ
う
に
パ
リ

製
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
冒
胡
胃
寄
附
の
も
の
を
留
学
よ
り
帰
国
の
さ
い
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
附
言
す
れ
ば
こ
の
学
会
で
は
〈
稀
有
な

る
患
者
デ
モ
ン
ス
ト
ラ
チ
オ
ン
〉
や
〈
幻
燈
を
用
い
各
種
の
皮
層
病
、
下
宿
、
梅
毒
疹
七
十
余
種
に
就
て
土
肥
博
土
一
々
詳
細
な
る
説
明
を
試

承
〉
と
あ
り
、
宿
題
報
告
も
行
な
っ
て
い
る
の
は
今
日
の
学
会
形
式
と
大
き
な
差
が
な
い
。
た
だ
最
近
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
て
患
者
デ

に記
い事
声l

ク－
0へ

モ
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

寺
畑
喜
朔
先
生
よ
り
『
医
海
時
報
』
四
六
二
号
（
明
治
三
十
六
年
四
月
十
八
日
号
）
に
登
載
さ
れ
て
い
る
「
日
本
皮
層
科
学
会
第
三
回
総
会

事
」
（
二
七
三
頁
）
の
恵
与
を
受
け
た
。
こ
れ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
日
本
皮
層
科
学
会
の
発
足
し
た
の
は
明
治
三
十
四
年
で
あ
る
。
記
事
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ま
た
筆
者
が
あ
る
皮
層
科
の
大
先
輩
に
「
か
つ
て
ム
ラ
ー
ジ
ュ
を
作
っ
て
い
た
人
は
（
そ
の
職
場
を
失
っ
て
）
ど
こ
に
行
っ
た
の
で
し
ょ

う
」
と
尋
ね
た
と
き
「
就
職
先
の
一
と
し
て
科
学
警
察
研
究
所
な
ど
も
あ
っ
た
」
と
お
き
き
し
た
。
八
十
島
先
生
に
よ
れ
ば
「
北
海
道
の
警
察

で
は
、
雪
の
上
の
足
跡
な
ど
に
は
特
別
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
般
の
犯
罪
捜
査
の
足
跡
痕
の
採
取
は
、
石
膏
泥
を
流
し
こ

む
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
す
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
文
初
に
あ
っ
た
〈
食
堂
の
ウ
イ
ン
ド
等
に
み
ら
れ
る
〉
の
は
今
日
で
は
多
分
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
で
あ
ろ
う
。
現
在
で
も
看
護
学
校
の
解
剖
模
型
な
ど
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
作
ら
れ
、
実
用
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
今
日
で
も

等
身
大
の
精
巧
な
蝋
人
形
を
配
置
し
て
入
場
料
を
と
る
マ
ダ
ム
・
タ
ッ
ソ
ー
の
蝋
人
形
館
な
ど
が
あ
る
。

以
下
も
八
十
島
先
生
の
私
信
の
一
部
で
あ
る
。

「
戦
争
前
の
学
生
時
代
、
東
大
の
学
内
開
放
が
あ
り
本
郷
に
出
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
土
肥
氏
の
ム
ラ
ー
ジ
ュ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

る
の
で
、

と
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
ム
ラ
ー
ジ
ュ
の
製
法
は
ど
う
す
る
の
か
。
小
生
は
こ
れ
に
関
す
る
知
識
は
ま
っ
た
く
な
い
。
私
信
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
失
礼

を
お
詑
び
し
て
、
八
十
島
先
生
の
文
を
お
借
り
す
れ
ば
、

「
中
学
生
の
こ
ろ
、
友
人
が
ム
ラ
ー
ジ
ュ
の
技
術
を
聞
い
て
き
て
、
リ
ン
ゴ
や
寺
ハ
ナ
ナ
の
標
本
を
な
か
な
か
上
手
に
作
る
の
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
石
膏
泥
を
準
備
し
、
塗
り
つ
け
て
凝
固
し
た
ら
外
し
、
球
形
の
よ
う
な
立
体
で
し
た
ら
鋸
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
で

き
た
雌
形
の
内
面
に
軽
く
油
を
し
き
、
熔
か
し
た
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
注
げ
ば
形
は
で
き
る
、
そ
れ
に
油
絵
具
で
彩
色
し
て
い
ま
し
た
。
困
難
は

形
を
作
る
の
よ
り
は
、
彩
色
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
石
膏
が
固
ま
る
時
に
は
、
熱
傷
を
受
け
る
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
発
熱
す

る
の
で
、
患
者
に
不
快
感
を
与
え
る
こ
と
は
当
然
。
昔
の
帝
国
大
学
の
学
用
患
者
で
な
い
と
難
し
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」

「
多
年
皮
虐
病
徽
毒
蝋
製
模
型
の
製
作
に
考
案
を
凝
ら
し
、
製
品
の
形
態
色
彩
は
ほ
と
ん
ど
真
に
迫
り
、
か
つ
全
く
槌
色
の
虞
な
ぎ
は
迫
に

欧
州
製
品
を
凌
駕
す
。
学
術
の
進
歩
に
益
す
る
所
ま
こ
と
に
著
大
な
り
。
其
功
賞
す
べ
し
」
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筆
者
は
わ
が
国
に
お
け
る
皮
層
疾
患
ム
ラ
ー
ジ
ュ
の
現
状
を
知
る
た
め
に
昭
和
六
十
一
年
十
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
詳
細

に
つ
い
て
は
別
に
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。
調
査
は
ほ
ぼ
戦
前
に
創
始
さ
れ
た
二
十
八
の
皮
膚
科
教

室
に
郵
送
で
依
頼
し
た
。
そ
の
国
・
公
・
私
立
別
の
数
と
、
ム
ラ
ー
ジ
ュ
が
現
在
も
保
管
さ
れ
て
い
る
と
し
た
大
学
の
数
を
記
す
れ
ば
以
下
で

あ
る
。
国
立
一
三
中
二
、
公
立
二
中
二
、
私
立
一
三
中
四
、
計
二
八
中
一
七
。
す
な
わ
ち
国
・
公
立
の
保
管
の
率
が
高
い
。
国
立
で
な
し
と

し
た
の
は
東
北
大
と
大
阪
大
で
あ
る
が
と
も
に
か
つ
て
は
保
有
し
て
い
た
。
大
阪
大
で
は
病
院
新
築
の
と
き
大
学
紛
争
中
だ
っ
た
た
め
、
ど
さ

く
さ
に
紛
れ
て
処
分
さ
れ
た
と
い
う
・
私
学
で
一
時
期
ま
で
保
管
さ
れ
て
い
た
が
現
在
は
な
い
と
い
う
の
が
慈
恵
医
大
と
順
天
堂
大
学
で
あ
る
。

保
管
し
て
い
る
と
し
た
大
学
と
そ
の
個
数
を
記
す
れ
ば
以
下
で
あ
る
。

国
立
北
海
道
（
約
二
○
○
）
、
千
葉
（
八
○
○
）
、
東
京
（
四
九
○
）
、
新
潟
（
約
八
○
○
）
、
金
沢
（
二
一
九
）
、
名
古
屋
（
二
○
○
）
、
京

都
（
五
○
○
）
、
岡
山
（
九
）
、
九
州
（
五
○
）
、
長
崎
（
記
載
な
し
）
、
熊
本
（
六
三
）

公
立
札
幌
（
五
○
）
、
京
都
府
立
（
六
）

私
立
慶
応
（
一
○
○
以
上
）
、
東
京
医
科
（
約
一
五
）
、
東
京
女
子
（
八
五
）
、
昭
和
（
一
五
）

こ
の
う
ち
「
十
分
注
意
し
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、
良
い
状
況
に
あ
る
」
と
す
る
の
が
北
海
道
、
東
京
、
金
沢
、
名
古
屋
、
京
都
、
札
幌
、
東

京
女
子
の
七
で
あ
る
。
製
作
年
代
に
つ
い
て
記
載
の
あ
っ
た
の
は
九
大
学
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
一
番
古
い
の
が
明
治
三
十
五
年
か
ら
の
東
京

ソ
を
満
た
し
た
標
本
館
を
見
て
感
心
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
前
の
中
学
生
の
こ
ろ
〈
有
田
ド
ラ
ッ
グ
〉
の
標
本
を
恐
る
恐
る
勇

気
を
揮
っ
て
覗
き
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
が
講
義
を
聞
い
た
当
時
の
慶
応
の
皮
層
科
の
先
生
は
横
山
晧
教
授
で
し
た
が
、
試
験
の
時
に
学
生
の
数
だ
け
の
ム
ラ
ー
ジ
ュ
を
出
し
て

お
き
、
一
人
に
一
つ
を
与
え
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
試
問
さ
れ
る
の
で
し
た
。
私
達
は
前
夜
皮
膚
科
の
若
い
先
生
か
ら
、
教
授
か
ら
命
じ
ら
れ

て
準
備
す
る
ム
ラ
ー
ジ
ュ
を
聞
き
出
す
の
に
苦
心
し
た
も
の
で
し
た
」
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現
在
は
カ
ラ
ー
写
真
で
対
応
で
き
る
が
、
ム
ラ
ー
ジ
ュ
に
は
カ
ラ
ー
写
真
と
異
な
っ
た
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
す
る
の
が
一
七
の
総
回
答
の

中
一
四
に
達
し
、
ム
ラ
ー
ジ
ュ
に
今
日
的
意
義
は
な
い
と
す
る
の
は
僅
か
三
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

な
お
熊
本
大
学
の
荒
尾
龍
喜
教
授
よ
り
は
、
同
学
の
皮
膚
科
泌
尿
器
科
教
室
は
大
正
十
二
年
九
月
、
三
宅
勇
教
授
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、
以

後
ム
ラ
ー
ジ
ュ
の
製
作
が
行
わ
れ
た
が
、
昭
和
十
年
元
日
の
火
災
、
同
二
十
年
七
月
の
戦
災
に
あ
っ
た
。
し
か
し
山
崎
記
念
図
書
館
閲
覧
室
内

に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
の
象
が
焼
失
を
免
れ
た
。
昭
和
三
十
年
こ
ろ
木
製
の
ム
ラ
ー
ジ
ュ
保
管
箱
が
白
蟻
の
被
害
に
あ
う
な
ど
し
て
、
ム
ラ

ー
ジ
ュ
に
も
若
干
の
損
傷
を
受
け
た
が
、
同
三
十
六
年
皮
膚
科
泌
尿
器
科
の
講
座
分
離
の
と
き
保
管
箱
を
新
調
、
現
在
は
医
学
部
内
肥
後
医
育

記
念
館
に
保
管
。
六
十
三
点
中
三
十
点
に
は
町
田
信
治
（
長
崎
市
）
作
製
の
記
銘
が
あ
り
、
古
い
も
の
が
昭
和
十
三
年
四
月
、
新
し
い
も
の
が

非
常
に
少
な
い
と
す
る
。

資
料
館
・
標
本
館
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
は
東
京
、
金
沢
、
京
都
、
熊
本
、
札
幌
の
各
大
学
で
あ
る
。
東
京
女
子
で
は
講
堂
前
廊
下
に

常
設
展
示
（
一
部
）
を
し
て
い
る
（
後
述
）
。

ム
ラ
ー
ジ
ュ
を
現
在
も
教
育
に
活
用
し
て
い
る
の
は
名
古
屋
、
札
幌
、
京
都
府
立
、
慶
応
、
東
京
女
子
で
、
京
都
は
活
用
す
る
こ
と
あ
る
も

製
作
者
名
は
併
任
も
含
め
て
判
明
し
て
い
る
の
が
以
下
で
あ
る
。
北
海
道
（
南
條
議
雄
）
、
千
葉
（
安
西
準
）
、
東
京
（
伊
藤
有
、
永
安
周

一
）
、
金
沢
（
伊
藤
有
’
一
部
ｌ
）
、
名
古
屋
（
長
谷
川
兼
太
郎
）
、
九
州
（
新
島
伊
三
郎
、
石
松
幹
、
沼
沢
渡
、
里
永
寿
）
、
長
崎
（
高
比
良
隆

治
？
）
、
熊
本
（
町
田
信
治
’
一
部
Ｉ
）
、
札
幌
（
南
條
議
雄
）
、
慶
応
（
宇
野
一
洋
）
、
東
京
医
科
（
伊
藤
有
）
、
東
京
女
子
（
伊
藤
有
、
宇
野

一
洋
）
こ
の
中
に
伊
藤
有
の
名
が
何
度
か
出
て
く
る
が
、
東
大
か
ら
赴
任
し
た
教
授
が
そ
の
さ
い
に
ム
ラ
ー
ジ
ュ
を
持
参
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

で
、
大
正
年
代
か
ら
と
す
る
の
が
千
葉
、
九
州
、
熊
本
で
あ
る
。
新
し
い
の
は
札
幌
で
昭
和
二
十
五
年
か
ら
で
あ
る
。
製
作
中
止
の
年
は
東
京

女
子
の
昭
和
十
五
年
が
早
い
方
で
、
遅
い
方
で
は
名
古
屋
の
昭
和
四
十
一
年
頃
ま
で
で
、
三
十
年
前
後
ま
で
そ
の
製
作
が
行
わ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
が
多
い
。
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同
十
八
年
（
月
不
明
）
と
な
っ
て
い
る
由
で
あ
る
。

東
京
女
子
医
大
の
肥
田
野
信
教
授
か
ら
は
、
教
授
が
『
（
東
女
医
大
）
大
学
ニ
ュ
ー
ス
』
二
六
号
（
昭
和
五
十
一
年
四
月
）
に
寄
稿
さ
れ
た

「
皮
層
科
の
ム
ラ
ー
ジ
ュ
」
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
。
ハ
リ
の
キ
ピ
タ
ル
・
サ
ン
ル
イ
に
は
ミ
ュ
ゼ
・
ド
・
ム
ラ
ー
ジ
ュ
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
、
ダ
リ
エ
以
来
の
数
千
個
を
下
ら
な
い
標
本
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
教
授
は
東
女
医
大
に
残
っ
て
い
た
ム
ラ

ー
ジ
ュ
を
整
理
し
な
お
し
、
臨
床
講
堂
脇
に
陳
列
し
そ
こ
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
．
〈
ネ
ル
を
掲
げ
ら
れ
た
（
原
文
横
害
）
。

稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
大
学
皮
膚
科
教
室
の
関
係
者
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
指
導
・
ご
教
示

を
い
た
だ
い
た
八
十
島
信
之
助
、
岩
治
勇
一
、
寺
畑
喜
朔
の
各
先
生
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

疾
患
も
少
な
か
ら
ず
、

昭
和
五
十
年
十
月

皮
層
疾
患
ム
ラ
ー
ジ
ュ
標
本

ｌ
加
藤
・
田
村
コ
レ
ク
シ
ョ
シ
ー

昭
和
二
年
本
学
皮
膚
科
泌
尿
器
科
学
教
室
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、
加
藤
泰
教
授
は
学
生
教
育
用
に
ム
ラ
ー
ジ
ュ
（
蝋
型
）
標
本
を
盛
ん
に

作
製
せ
し
め
、
田
村
一
教
授
が
こ
れ
を
引
継
い
で
、
昭
和
十
五
年
迄
に
八
五
個
の
ム
ラ
ー
ジ
ュ
が
完
成
さ
れ
、
今
日
ま
で
保
存
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
ム
ラ
ー
ジ
ュ
は
当
時
第
一
流
の
技
術
者
で
あ
っ
た
伊
藤
有
氏
ら
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
今
日
も
は
や
見
る
機
会
の
な
い

疾
患
も
少
な
か
ら
ず
、
歴
史
的
に
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
代
表
的
な
標
本
を
示
し
学
習
の
参
考
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

東
京
女
子
医
科
大
学
皮
層
科
学
教
室

（
大
阪
府
豊
中
市
）
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OntheuseofMoulagesinJapan

byYQjiNAGATOYA

InthemediCalfield,moulagesweremadeinordertoreproducefaithfUlly,inthreedimensional

fbrm,impressionsofthediseasedareas,especiallyinthedermatologydepartmentsofEurope.Inthe

Meijiera,KeizoDohi,whohadstudiedinVienna,introducedthetechniqueintoourcountryand

themakingofmoulageswasentrustedmainlytoYulto.QUiteanumberofhisworksarestillkept

inTokyoUniversity.MostoftheDepartmentsofDermatologywhichstartedbefbretheSecondWorld

Warhadfilll-timetechniciansfbrmakingmoulages.

SeventeenJapaneseuniversitieshavekeptoneormoremoulagesmadeatthattimeinsomefbrm

orother.Thoughmoulageshavebeensupersededbycolourphotographs,nonethelessitisdesirable

topreservesomeoriginalmoulagesbecausethcyprovideaccurateimpressionsofvariousafHiCtionsno

longerprevalent.

（
卜
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門
）
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